
■取付け上のお願い
●本製品は、必ず｢壁付け防風ポストぐち｣（別途有償品）と合せてご使用ください。
●躯体壁厚・開口寸法が適用範囲内にあることを確認ください。（参考納まり図参照）
•躯体壁厚寸法により厚壁対応用スペーサの使用個数が違いますので下表を参照し確認して手配してく
ださい。

　
　
●縦型の場合、かい物（別途）を入れる際の右側/左側によって、室内側蓋の左右勝手が異なります。必ず
｢壁付け防風ポストぐち｣（別途有償品）の取付け説明書をご確認ください。
●雨水・積雪などが壁などに侵入し躯体に悪影響を与えるおそれがあるため下記事項をお守りください。
•雨水・積雪などが常時直接かかる場所を避けて、ひさしのある軒下に取付けてください。
•すきまシールの張付けは、角隅部などすき間なく張付けてください。
●躯体への取付けは、必ず指定の取付けねじ・釘を指定の本数使用して取付けてください。
●本製品は、プラスチック（ASA樹脂）を主体とした商品です。硬いものを当てたり、強い衝撃を与えたり
しないでください。

●この説明書は、必ず取付けされる方へお渡しください。

■取付け順序　※厚壁対応用スペーサの取付けは、横型/縦型ともに手順は共通です。

1差入れぐち枠本体と厚壁対応用スペーサの取付け

※厚壁対応用スペーサを使う場合のラセン釘とすき
まシールの数量は、｢壁付け防風ポストぐち｣同梱
の分もあるので、スペーサの数に合わせて各合計
の数量も下表のようになります。

2室内側受け枠の取付け
●躯体開口の室内側開口部に室内側受け枠を差込み、壁仕上がり面とのすき間を空けないように室内側蓋を開けながらラセン釘φ2.1×38（2本）で取付けて
ください。【図4、5】　
※釘で固定する前に一度室内側受け枠蓋の開閉に支障がないか確認してください。
●最後に同梱のすきまシール（2枚目）を差入れぐち枠本体と室内側受け枠の内側㊦面の段差部に、両側面に立上がるよう「コの字型」に張付けてください。
　【図6-横/縦】

【図5】

【図4】室外側 室外側 室外側室内側

●躯体開口部に差入れぐち枠本体を取付ける前に、差入れぐち枠本体に厚壁対応用スペーサを連結し突きあたるまでスライドさせ、同梱のすきまシール（1枚
目）で枠本体・スペーサの外側から㊦面になる面に、シールを両側面に立ち上げるよう「コの字型」に張付けてください。【図1-横/縦、図2】
※厚壁対応用スペーサを2個使う場合は次項に追加手順を記載しております。
●｢壁付け防風ポストぐち｣（別途有償品）取付け説明書の｢2差入れぐち枠本体の取付け｣を参照し、躯体開口部の室外側より取付けてください。【図2、3】
●差入れぐち枠本体と厚壁対応用スペーサの穴位置を合わせてラセン釘φ2.1×38（2本）で取付けてください。【図2、3】
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壁付け防風ポストぐち 厚壁対応用スペーサ
■部品一覧表

厚壁対応用スペーサ すきまシール（1枚）

●縦型の場合、かい物（別途）を入れる際の右側/左側に
よって、室内側蓋の左右勝手が異なります。
必ず｢壁付け防風ポストぐち｣（別途有償品）の取付け説
明書をご確認ください。
●すきまシールの張付けは、角隅部などすき間なく張付け
てください。

お願い

●すきまシールの張付けは、
角隅部などすき間なく張
付けてください。
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■参考納まり図
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●前述の「1差入れぐち枠本体と厚壁対応用スペーサの取付け」の手順のところで、ラセン釘で取付ける前に次の加工とすきまシールの張付けを行ってください。
①2個のスペーサを連結させるように突きあたるまでスライドさせ、取付けるときに㊦面にくる内側の壁面を合わせます。【図7】
②1個目のスペーサに2個目のスペーサの穴位置を写し、φ3.5～4mmの穴加工を行います。（両側2ヶ所）【図7】
※2個目のスペーサには穴加工は行いません。
③加工したスペーサ（1個目）の穴とスペーサ（2個目）の穴位置を合わせた状態で、同梱のすきまシール（2枚目）を「1差入れぐち枠本体と厚壁対応用スペー
サの取付け」の枠本体・スペーサへのすきまシール（1枚目）の張付け方と同様に、2個のスペーサどうしの外側から㊦面になる面に、シールを両側面に立ち上
げるように「コの字型」に張付けてください。【前項　図1-横/縦、図7】

※2個以上厚壁対応用スペーサを使う場合は、上記の①～③の追加手順がスペーサの個数分増え、すきまシールとラセン釘の手順・数量も合わせて増えます。
（前項　■部品一覧表の下表参照）

●以下、前述の「1差入れぐち枠本体と厚壁対応用スペーサの取付け」の手順に戻り取付けてください。【図8】

■厚壁対応用スペーサを2個使う場合の追加手順　※横型/縦型ともに手順は共通です。

厚壁対応用スペーサ（1個目）

【図7】

突きあてる

㊦

①内側の壁面を合わせる

厚壁対応用スペーサ
（2個目）

②穴位置を1個目の
　スペーサに写して
　φ3.5～4mmの穴加工

③すきまシール（2枚目）
　の張付け

※2個目のスペーサには
　穴加工しません

※左勝手の場合を図示

●すきまシールの張付けは、
角隅部などすき間なく張
付けてください。
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